
事業番号 - - -

（ ）

現状・課題
（5行程度以内）

(目) 諸謝金 0 0

翌年度へ繰越し（D) - - - -

82

1

▲ 1

※金額は単位未満四捨五入して記載していることから、合計が一致しない
場合がある。
※国際ネットワークの構築に必要な事業成果の共有及び海外発信の強
化、再認定審査対象となる日本ジオパークの増加に伴う支援強化、国内ユ
ネスコエコパーク実務者の能力向上に係る経費を増額

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

（１）「ユネスコ未来共創プラットフォーム」事務局により、SDGsの実現に向けて積極的に取り組む多様なステークホルダーと連携し、ユネスコ活動の更なる充実や、活動成果の国内外
への戦略的発信、先進的なユネスコ活動の海外展開を一体的に推進するためのプラットフォームの構築・運営、（２）ユネスコスクール事務局として、「持続可能な社会の創り手」育成の
拠点となるユネスコスクールの活性化を図るため、ユネスコスクール拠点の運営、（３）日本ジオパーク委員会の事務局として、ユネスコへの推薦に係る業務等、我が国におけるユネス
コ世界ジオパーク拠点の運営、（４）日本国内のユネスコエコパークについて、国際的な動向を踏まえた管理運営及び国内ネットワークの推進。

実施方法 直接実施、委託・請負

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 93 78 87

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

112 92 88 87 95

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) 112 92 88 87 95

- - -

-

令和2年度
事業終了

（予定）年度 終了予定なし 担当課室

- -

補正予算（B) - - -

-

-

2023 文科 22 0496

文部科学省

政策 13　豊かな国際社会の構築に資する国際交流・協力の推進

事業の目的
（5行程度以内）

持続可能な開発目標（SDGs）の実現が、国際社会のみならず各地域の活性化の中でも喫緊の課題として共有される中で、我が国のユネスコ活動は、新たな局面を迎えている。「ユネ
スコ活動の活性化について」の建議を受け、ユネスコ活動に関心や実績を持つステークホルダーに加え、SDGsの実現に向けた取組等を進める多様なステークホルダーの知見を得て、
国内活動と国際協力における成果の往還に資するよう、国内のユネスコ活動拠点ネットワークの戦略的整備と先進的なユネスコ活動の海外展開を一体的に推進する体制を構築する
ことを目的とする。

国際統括官付
国際戦略企画官
本村宏明

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
ユネスコ活動に関する法律（第4条）

関係する
計画、通知等

「ユネスコ活動の活性化について（建議）」（令和元年９月１２日日本ユネスコ国
内委員会建議）
「持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）に関するグローバル・アクション・プログ
ラム」（平成28年：持続可能な開発のための教育に関する関係省庁連絡会議制
定）

事業名 ユネスコ未来共創プラットフォーム事業 担当部局庁 国際統括官付 作成責任者

事業開始年度

施策 13-2 国際協力の推進

政策体系・評価書URL

主要経費 その他の事項経費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www.mext.go.jp/content/20211224-mxt_kanseisk02-
000019646_13-2.pdf

(目)

(目)

事業概要URL
https://www.mext.go.jp/unesco/015/index_00001.htm

(項)

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 87

89

99%

1

執行率（％）
=(G)/(F)

83% 85% 99%

国際交流・協力推進費

当初予算＋補正予算に対する執行額の
割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
83%

主な増減理由（・要望額・予備費）

85%

令和6年度要求

(目)

(目)

5

　

　

　

(目)

1 1

▲ 1

5

国際協力推進事業委託費

庁費

職員旅費

委員等旅費

その他

95

2019年10月にまとめられた「ユネスコ活動の活性化について（建議）」において、SDGsの実現に向けた取組を進める多様なステークホルダーとの連携を深める戦略的なプラットフォーム
の構築を通じて、世界や地域の課題解決に資するユネスコ活動を推進するとともに、地域の個性とユネスコ活動のメリットを生かした地方創生や多様な変化に対応できる人材の育成
を図ることが求められている。また、ユネスコ活動を通じて国際の場で発信をし、海外の若者と議論できる人材を育成するため、ユース世代の活動促進のための取組を強化することが
求められている。

令和6年度要求

-

-

-



アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

-

200200 200

成果実績

23,000

目標値 PV 1,000

91.3 76.7

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

37

ポータルサイトを通じて、全国で展開されている多分野に渡るユネスコ活動の情報発信を行う。広く一般にも親しみやすい情報を高い頻度で更新することで、ポータル
サイトのアクセス数の増加につながる。アクセス数が増加することは、各ステークホルダーが互いに情報を共有し、多分野にわたるユネスコ活動の横のつながりを生
み出し、ネットワークの強化に裨益する。

4

100％

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

-

-

32,000

6

ポータルサイトにおける情報共有やポータルサイトをきっかけに生まれた交流等により、多分野にわたるユネスコ活動のセクター間のネットワークがつくられ、相乗効
果が生み出される。これらの活動を本事業の成果として各年度の後期に実施するユネスコウィーク等において優良事例として発表し、幅広い参加者に共有されること
で、多様なユネスコ活動ネットワークのさらなる強化に資する。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

ユネスコ未来共創プラットフォーム事業ポータルサイトアクセス数

令和2年度 令和3年度

-

10 年度

ユネスコ活動の複数セクターにまたがる
共創の相乗効果を図る。

ユネスコウイーク等における、
複数セクターにまたがる共創
の相乗効果が生まれている事
例の発表数 達成度

単位 令和2年度

-

目標最終年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

多様なステークホルダーとの連携による
ユネスコ活動成果の戦略的発信

プラットフォーム事務局が設置
するポータルサイトの年間更
新数

活動実績

年度

30,000 30,000

定量的な成果指標 単位

回 200

目標年度
令和4年度

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 回

- -

200

活動目標 活動指標

-

達成度 ％

年間アクセス数を最終的に35,000に向
上させる。

プラットフォーム事務局が設置
するポータルサイトの年間アク
セス数

成果実績 PV - 27,394

-

「ユネスコ未来共創プラットフォーム」事務局として、ユネスコ活動に取り組んでいる団体等と連携し、SDGsの実現に向けて積極的に取り組む多様なステークホルダー
の参画を促しながら、特にユース世代を巻き込んだユネスコ活動の更なる充実や、活動成果の国内外への戦略的発信、先進的なユネスコ活動の海外展開、ポータル
サイトの設置・運営等を行う。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

ユネスコウイーク等における、複数セクターにまたがる共創の相乗効果が生まれている事例の発表数

成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

4

100

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

件 - - 4

目標値 件 - - 4



活動内容②
（アクティビティ）

ユネスコスクール事務局として、「持続可能な社会の創り手」育成の拠点となるユネスコスクールの活性化を図るため、加盟申請支援及び審査の実施、定期レビュー
の実施、活動支援、全国大会や地域大会の開催、ユネスコスクール支援大学間ネットワーク(ASPUnivNet)の支援等を行う。

↓

活動目標及び活動実績
②

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

国内のユネスコ活動拠点のネットワーク
強化

ユネスコスクール定期レビュー研
修会の参加校数

活動実績 校 - - 214 - -

当初見込み 校 - - 218 220 220

↓
成果目標②-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

ユネスコスクールレビュー研修会に参加した学校が、自身の活動を振り返るとともに、有識者による助言、加盟校間の優良事例の共有及びディスカッションにより、ユ
ネスコスクール同士の交流や学び合いの重要性を認識する。その認識に基づき、全国のユネスコスクール教員や教育関係者が一堂に会するユネスコスクール全国
大会及び全国大会に先立ち開催される地方大会に参加することで、多様なステークホルダー間のさらなる連携強化が図られる。

成果目標及び成果実績
②-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

6 年度

国内のユネスコ活動拠点のネットワーク
強化

ユネスコスクール全国大会及
び地方大会の参加者数（オン
ライン視聴含む）

成果実績 回 3,264 3,236 2,401 -

目標値 回 2,600 2,700 2,700 2,700

達成度 ％ 125.5 119.9 88.9 -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

ユネスコスクール全国大会及び地方大会の参加者数

↓
成果目標②-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

参加者のニーズに応じたユネスコスクール全国大会及び地方大会を開催することにより、各加盟校において現在の課題への対処方法や活動をさらに発展させるため
の具体的な取組が認識される。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

ユネスコスクール全国大会アンケート結果

成果目標及び成果実績
②-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

10 年度

国内のユネスコ活動拠点のネットワーク
強化

ユネスコスクール全国大会参
加者へのアンケートにおいて
大会全体の評価として「とても
よかった」「よかった」と回答し
た割合

97 99 97 -

目標値 ％ 95 95 97 97

達成度 ％ 102.1 104.2 100 -

成果実績 ％

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ②について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ②についてアウトカムが複数設定できない理由

-



-

当初見込み 回 4 4 4

目標値 ％ 80 100 100 100

活動内容③
（アクティビティ）

日本ジオパーク委員会の事務局として、ユネスコへの推薦に係る業務、再認定審査に係る業務、選考基準策定、ユネスコとの連絡調整等を行うとともに、我が国にお
けるユネスコ世界ジオパーク活動を推進し情報発信を強化する。

↓

活動目標及び活動実績
③

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

ユネスコ世界ジオパーク活動の推進
本事業によって実施される研
修会の開催回数

活動実績 回 3 4 4 -

4 4

↓
成果目標③-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）
現在登録されているユネスコ世界ジオパークを対象に研修会を実施し、全ての登録地域が確実に専門的助言等を受けられる体制をつくる。

成果目標及び成果実績
③-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

6 年度

全てのユネスコ世界ジオパーク登録地
域に専門的助言が行われる。

専門的助言を行ったユネスコ
世界ジオパーク登録地域の割
合

成果実績 ％ 100 100 100 -

達成度 ％ 125 100 100 -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

専門的助言が行われた登録地域

↓
成果目標③-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

現在登録されているユネスコ世界ジオパークを対象に専門的助言等を実施することにより、ユネスコ世界ジオパーク登録地域の維持を図る。

10

達成度 ％ 100 100 100 -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

ユネスコ世界ジオパーク登録地域数

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ③について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ③についてアウトカムが複数設定できない理由

-

成果目標及び成果実績
③-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

10 年度

再認定審査への専門的助言を行うこと
により、登録地域数を維持する。

ユネスコ世界ジオパーク登録
地域数

成果実績 件 9 9 9 -

目標値 件 9 9 9



アウトカム設定について
の説明

アクティビティ④について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ④についてアウトカムが複数設定できない理由

-

10 10 10 -

目標値 件 10 10 10 10

達成度 ％ 100 100 100 -

成果実績 件

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

日本のユネスコエコパークの登録件数

成果目標及び成果実績
④-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

10 年度

定期報告への専門的助言を行うことに
より、登録件数を維持する。

日本のユネスコエコパークの
登録件数

125 100 90 -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

ワークショップへの参加登録地域

↓
成果目標④-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

現在登録されている日本のユネスコエコパークを対象にワークショップ等を実施することで、日本のユネスコエコパーク登録地域の維持を図る。

↓
成果目標④-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）
現在登録されているユネスコエコパークを対象に研修会を実施し、全ての登録地域が確実に専門的助言等を受けられる体制をつくる。

成果目標及び成果実績
④-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

6 年度

全てのユネスコエコパーク登録地域に
専門的助言が行われる。

ワークショップに参加したユネ
スコエコパーク登録地域の割
合

成果実績 ％ 100 100 90 -

目標値 ％ 80 100 100 100

達成度 ％

我が国のユネスコエコパークについて、国際的な動向を踏まえた管理運営を推進することを目的とした実務者に向けた能力開発を実施する。

↓

活動目標及び活動実績
④

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

ユネスコエコパークにおける実務者の管
理運営能力の強化

本事業によって実施される研修会の
開催回数

活動実績 回 5 4 8 - -

当初見込み 回 5 5 6 7 7

活動内容④
（アクティビティ）



- -

目標年度における効果測定に関する評価（令和11年度実施)

-
点検結果

・アクティビティ①について、委託事業者の変更に伴う契約期間の短縮及びウェブサイトの移
行手続きにより、アウトプット及び短期アウトカムが減少した。アクティビティ②について、オン
ライン形式からハイブリッド形式への実施形態の変更に伴い、短期アウトカムが減少した。ア
クティビティ③④については、短期・長期とも測定指標は概ね順調に推移している。
・公募説明会の実施及び外部審査委員会の設置等により競争性、妥当性を確保するととも
に、事業経費の費目・使途を厳正に検査した結果、効率的な事業計画となった。
・支出先を選定する際の企画競争においては、一者応札であった契約が１件あった。

-

-

本事業は、企画競争を経て締結した各契約に関して、一者応募といった執行手続の検証や、経費の効率性の確認などについて、引き続き、国として管理を行っていく
必要がある。

外部有識者の所見

外部有識者による点検対象外

0451

2021 文科

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

0024

-

-

令和2年度 文部科学省 新02 0031

0446

令和4年度 2022 文科 21

・アクティビティ①②については、情報発信や周知に工夫を図り、成果目標の達成度の向上に努める。アクティビティ③④については、引き続き専門的助言やワーク
ショップを行い、成果目標の達成に努める。
・本事業は令和４年度が３年目に当たり、今後も事業の効率性や有効性について、事業経費の合理性・必要性を厳正に審査し、成果目標を達成するため継続的な見
直し・改善を行っていく。
・一者応札の改善のために 応札を検討していた業者にアンケートを実施した

○ユネスコ活動に関する法律　http://www.mext.go.jp/unesco/009/002.htm

関連する過去のレビューシートの事業番号

20

令和元年度

平成28年度 415 418

平成29年度 423 426

令和3年度

平成27年度

文部科学省 新32

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 18 21

平成25年度 441

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

本事業は最長５会計年度を予定し、毎年度、審査委員会の審査により、委託の継続可否を判断することとしている。次年度は継続審査を原則とし、公募の予定は無
いところ、継続可否判断に際しては、審査基準等に基づき、事業審査委員会にて審査を行い、公平性、透明性を確保していく。

事業内容の一部改善

年度内に改善を検討

432 435

平成30年度 427

平成23年度 23 29

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

平成26年度 340 440

444

備考

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

-



※金額は単位未満四捨五入して記載していることから、合計が一致しない場合がある。

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

文部科学省
８７百万円

庁費 ４百万円
職員等旅費 ０．２百万円

ユネスコ未来共創プラットフォーム事

務局の構築・運営

Ａ．民間企業・団体等
３３百万円

（全１件）

Ｂ．民間企業・団体等
４２百万円

（全１件）

Ｃ．民間企業・団体等
７百万円

（全２件）

ユネスコスクールネッ

トワーク拠点の運営

・ユネスコ世界ジオパーク拠点の

運営

・ユネスコエコパーク拠点の運営

Ｄ．民間企業・団体等
４百万円

（全１件）

Ｅ．民間企業・団体等
８百万円

（全１０件）

海外展開を行う草の根のユネ

スコ活動

・ユネスコスクール全国大会

及び地方大会の運営等

【随意契約(企画競争)・委託】【随意契約(その他)・委託】【随意契約(その他)・委託】

【随意契約(企画競争)・再委託】【随意契約(その他)・再委託】



　費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

計 5.4 計 0

一般管理費 管理的経費等 0.4

事業費 諸謝金、旅費、消耗品費、通信運搬費、借損料、雑役務費、消費税相当額 4

人件費 職員人件費 1

E. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 5.2 計 4

一般管理費 管理的経費等 0.2

事業費 諸謝金、旅費、消耗費、借損料、雑役務費、消費税相当額 2

人件費 職員人件費 3 事業費 諸謝金、旅費、通信運搬費、借損料、雑役務費 4

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

12 事業費
諸謝金、旅費、消耗品費、通信運搬費、会議費、借損
料、雑役務費、消費税相当額
ユネスコスクール全国大会及び地方大会の運営等（特定非
営利活動法人日本持続発展教育推進フォーラム等） 9

一般管理費 管理的経費等 2 一般管理費

C. D.費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

再委託費
海外展開を行う草の根のユネスコ活動（独立行政法人国立文化財
機構） 4 再委託費

計 33 計 42

管理的経費等 2

9

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

人件費 職員人件費 15 人件費 職員人件費 22

事業費
諸謝金、旅費、消耗品費、通信運搬費、会議費、借損料、
雑役務費、消費税相当額



支出先上位１０者リスト

A.

B

C

D

E

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック

2 100％ -10 国立大学法人金沢大学 2220005002604
ASPUnivNetによる現地視察・
指導助言・調査

0
随意契約（その

他）

-

9 国立大学法人琉球大学 6360005001332
ASPUnivNetによる現地視察・
指導助言・調査

0
随意契約（その

他）
2 100％ -

100％ -

8 公立大学法人福山市立大学 7240005015203
ASPUnivNet の加盟大学が実
施する共同研究

0
随意契約（その

他）
3 100％

3 100％ -

7 国立大学法人信州大学 3100005006723
ASPUnivNet の加盟大学が実
施する共同研究

0
随意契約（その

他）
3

6 学校法人玉川学園 8012305000162
ASPUnivNet の加盟大学が実
施する共同研究

0
随意契約（その

他）

-

5 国立大学法人宮城教育大学 8370005002146 ユネスコスクール地方大会 0.5
随意契約（その

他）
4 100％ -

100％ -

4 学校法人創価大学 4010105000205 ユネスコスクール地方大会 0.6
随意契約（その

他）
4 100％

4 100％ -

3 公立大学法人大阪 5120005020803 ユネスコスクール地方大会 0.7
随意契約（その

他）
4

2 国立大学法人福岡教育大学 1290005005667 ユネスコスクール地方大会 0.7
随意契約（その

他）

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
特定非営利活動法人日本持
続発展教育推進フォーラム

8010505001749 ユネスコスクール全国大会 6
随意契約（企画

競争）
1 100％ -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

落札率

5 100％ -1
独立行政法人国立文化財機
構

3010505001183
海外展開を行う草の根のユネ
スコ活動

4
随意契約（企画

競争）

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

-

100％ -

2
公益財団法人日本自然保護
協会

7010005016562
ユネスコエコパークに関する管理運
営に関する実務者ワークショップ開催 2

随意契約（その
他）

1 100％

入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
特定非営利活動法人日本ジ
オパークネットワーク

4010005017324
ユネスコ世界ジオパークに関
する審査、事業推進

5
随意契約（その

他）
1

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等

-

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
公益財団法人ユネスコ・アジ
ア文化センター

1011105005122
ユネスコスクールに関する審査、
事業推進、ネットワーク構築

42
随意契約（その

他）
1 100％

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
公益財団法人ユネスコ・アジ
ア文化センター

1011105005122
ユネスコ未来共創プラット
フォーム運営業務

33
随意契約（企画

競争）
1 100％ -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

落札率
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